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い」と言っていました。
　大変厳しい状況の中にありながらも、様々なチャンス
の情報をしっかりとつかんで、行動していかないと乗り
遅れてしまうと感じました。
　今年も、国、県、市からの情報をとり要望活動に力を
入れていきたいと思います。

　熊野商工会議所及び会員の皆
様には、日頃から税務行政に対し
まして、深い御理解と多大な御協
力を賜り厚く御礼申し上げます。
　間もなく令和５年分の所得税・
消費税の確定申告の時期を迎え
ますが、熊野商工会議所の皆様
には、記帳指導や決算指導など
適正申告に向けた取組を行って
いただき、深く感謝申し上げます。
　本年の確定申告につきまして

も、事業者の皆様が適正な申告・納税を行うことができ
るよう、引き続き御協力を賜りますようお願い申し上げ
ます。
　また、御承知のとおり、昨年10月からインボイス制度
が開始されており、インボイス制度実施後初めての確
定申告となります。
　この度の制度を機に、免税事業者から課税事業者に
転換した事業者も多くおられることから、インボイス制
度の円滑な定着に向け、今後も幅広い周知・広報に加
え、個別の相談など事業者の皆様に寄り添った対応を
続けてまいります。
　熊野商工会議所の皆様には、会員の皆様に寄り添っ
て御指導、御助言をいただいていると思いますが、引き
続きの御指導をよろしくお願いいたします。
　私どもとしましては、これまで以上に熊野商工会議所
の皆様と連携・協調を図り、記帳慣行の定着、青色申告
制度の普及はもとより、e-Taxによる申告の推進、インボ
イス制度の定着及び電子帳簿保存法への対応に向け、
ともに取り組んでいきたいと考えておりますので、更な
るお力添えを賜りますよう重ねてお願い申し上げます。
　結びに当たりまして、熊野商工会議所のますますの
御発展と、会員の皆様の御健勝並びに事業の御繁栄を
心より祈念いたしまして、確定申告に当たっての御挨拶
とさせていただきます。

　12月２日㈯三重県教育委員会から地域の魅力のあ
る産業や事業所について児童生徒の理解を求める機
会を創出することを目的とした「職業人から学ぶしごと
魅力発見に関する業務」の委託を受け『那智黒石見学・
体験ツアー』を熊野商工会議所主催、仮谷梅管堂様、
NPO法人あそぼらいつ様の協力のもと実施しました。
　当日は、絶好のツアー日和に恵まれ、市内の小学生

12名が参加しました。
　最初に仮谷梅管堂 仮谷憲司氏より熊野でのみ産出
される那智黒石の採石現場の説明を受け、那智黒石の
由来やその特徴について教えてもらいました。
　続いて、手に触れることができる実践的な磨き体験
が行われました。参加した小学生たちは興味津々で石
に触れ、磨く技術を身につけることができました。磨き
が進むにつれて、石がどんどん美しく輝く様子に子ども
たちは感動していました。
　ツアーの最後には、磨いた那智黒石を持ち帰ること
ができ、自分の手で作り上げた品物に大満足の笑顔が
広がりました。この体験を通じて、地元の歴史や伝統に
触れるとともに、新たな技術を学ぶことができ、非常に
有意義なツアーとなりました。

期待されています。当然のことながら、宿泊客が熊野市
で長期滞在していただけることは、長期間にわたり飲
食業、土産店、小売店などへの波及効果が高まります。
また、高速道路の延伸により熊野市がよりアクセスしや
すくなり、甲子園優勝校などが熊野に集まることが増え
るでしょう。　　　
　野球だけでなく、多くの大会やキャンプが計画されて
おり、スポーツによる集客と交流は、コロナ禍で沈んだ
地域経済に活力をもたらすものと思います。今年も、ス
ポーツ集客交流に期待しています。

　謹んで新春のお慶び
を申し上げます。副会頭
に就任して１年目になり
ますが、役割も分からず
１年間を過ぎました。副
会頭として、熊野商工会
議所の業務を見てきまし
たが、職員の皆様は本当
に会員の皆様のために頑

張っていただいています。インボイス制度や経営相談
など、会員一人ひとりに対応しています。
　市内経済については、やはり物価高により財布の紐
が固くなっているような気がします。ガソリンも高くな
り、仕入れ原材料も高くなり、なかなか値上げできない
飲食店の方もいらっしゃいます。これまで、熊野市から
はコロナウイルス感染症による影響や物価高による影
響に対応するために、レインボー商品券での支援をい
ただきました。しかし、まだまだ市内の事業所の皆様
は、都市部の様な景気回復の恩恵は受けていません。
この状況に対応していくために、熊野市への要望活動
においてレインボー商品券等での支援をお願いしてま
いりました。

　あけましておめでとう
ございます。人材不足、
2024年問題、資材高騰
など、市 内 の 事 業 所 に
とって非常に厳しい状況
の中で新年を迎えます。
　国土交通省の幹部の
方とお話しする機会があ
りました。その時の話で

すが、「工事発注単価が２から３割増加しているが、国
のインフラ予算は１割程度の上昇。必要な所に必要な
予算をかけたいが、非常に厳しい状況である」と言わ
れていました。
　また、「今、高速道路、鉄道で人の流れが変わってき
ているが、リニアによりさらに人の流れが大きく変わる。
外国人クルーズ船による日本への観光客が増えてい
る。外国クルーズ船の港湾利用が増えている。今から
様々な面で対応していかないとチャンスをつかめな

　謹んで新春のお慶び
を申し上げます。旧年中
は、熊野商工会議所の運
営に対するご理解とご協
力を賜り、厚くお礼申し上
げます。
　年を超えて社会に大き
な影響を与え続けた新型
コロナウイルス感 染 症

は、感染症法上の５類に位置づけられ、社会経済活動
が本格的に再開し、人やモノの動きが活発になってき
ました。
　昨年の11月に熊野市への新年度予算の編成におい
て要望活動を行いました。今年は、各部会長が出席す
るのは４年ぶりとなり、部会長と市長の意見交換も実
施しました。市長はひとつひとつの意見に丁寧に答え
ていただきました。部会長の皆様の要望は、熊野市の
厳しい経済状況を踏まえ、レインボー商品券への支援、
人手不足・人材不足対策、体験観光の推進、駅前の環
境整備など、様々な意見が出ました。 今回は、要望書の
みの活動ではなく、部会長が直接に市長に要望してい
く形を取り、会員皆様の気持ちが市長に伝わったと思
います。特に人材不足、人手不足の問題において、人材
不足に関しては、技術者や職人が不足しており、若者を
育て雇用できないとの意見が多くありました。人手不足
に関しては、外国人の雇用についても避けて通れない
問題であると考えています。現在、市内の事業所の皆様
は県外の監理組合等を通して外国人を雇用しています
が、熊野商工会議所もこの問題は避けて通れないと考
え、熊野市に対して支援をお願いしているところです。
　2024年は辰年です。辰年は景気がよくなると言われ
ています。個人消費の回復により、辰年の格言通りに景
気がよくなることを期待しています。会員事業所の皆様
の一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。最後
に、皆様のますますのご健勝とご繁栄を祈念申し上げ、
新年のごあいさつとさせていただきます。

　あけましておめでとう
ございます。スポーツに
よる集客と交流に関して
は、コロナ前をはるかに
上回り、2023年度も予想
を上回りますます増加し
ています。１月から３月
の野球やソフトボールの
大会や合宿は既に満員と

なっています。その後も、全国大会規模の大会やソフト
ボールの公式な大会が計画され、宿泊需要の増加が
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気がよくなることを期待しています。会員事業所の皆様
の一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。最後
に、皆様のますますのご健勝とご繁栄を祈念申し上げ、
新年のごあいさつとさせていただきます。

　あけましておめでとう
ございます。スポーツに
よる集客と交流に関して
は、コロナ前をはるかに
上回り、2023年度も予想
を上回りますます増加し
ています。１月から３月
の野球やソフトボールの
大会や合宿は既に満員と

なっています。その後も、全国大会規模の大会やソフト
ボールの公式な大会が計画され、宿泊需要の増加が

確定申告に当たって確定申告に当たって

名古屋国税局
個人課税課長
黒田　哲也

仮谷氏より採石場にて那智黒石の由来等について説明を受ける

那智黒石の磨き体験

参加した子供たち



 11月 11月 9,034

　
素 材 2,150.087㎥ 
  3,750 万円 万
　

（前年同月対比　75.9％　前月対比  108.5％）

（前年同月対比　90.4％　前月対比  100.7％）

熊野商工会議所青年部例会を開催
　令和５年12月13日㈬に熊野商工会議所・肴屋しんたく
にて、青年部例会及び忘年会を開催しました。

青年部例会
■議題
（１）次年度役員について
　　　令和６年度の青年部役員について協議しました。

（２）三重県商工会議所青年部連合会　第１２回三重県連
大会松阪大会について

　　　今年度開催の三重県連大会について周知、参加予
定者について確認しました。

（３）第４３回全国大会『加賀能登の國いしかわ小松大会』
について

　　　今年度開催の全国大会について周知、参加予定者
について確認しました。

（４）青年部規約改正について
　　　青年部規約の会員資格の延長について協議しました。

令和５年度　忘年会
肴屋しんたくにて忘年会を開催しました。

令和５年度　忘年会を開催

尾鷲商工会議所女性会・熊野商工会議所
女性部共催事業「おかみさん塾」開催

　１１月２６日㈰、熊野の宿海ひかりにて令和５年度忘年
会を開催しました。
　山本由美子会長の挨拶のあと、伊東佳代子理事による
乾杯で宴会が始まり、今年一年を振り返りながら参加者
17名が交流を深めあいました。

　１１月２９日㈬尾鷲商工会議所にて、「おかみさん塾」が
開催され、当女性部からは７名の参加がありました。
　尾鷲商工会議所女性会との交流を深めるとともに、Ｃ
ＧＣグループの社長によるプライベートブランドについて
の勉強会を実施しました。

青 年 部 通 信青 年 部 通 信 女 性 部 だ よ り女 性 部 だ よ り

弁護士による無料法律相談会
開催のお知らせ
　ご相談内容は事業に関することから個人的なことまで、どんな内容でも構いません。お気軽にお申し込みく
ださい。

　日　時　令和6年1月23日㈫　１３時～１６時
 坂本　貴生　弁護士

（熊野ひまわり基金法律事務所）
※申込締切日令和6年1月18日㈭

　日　時　令和6年2月9日㈮　１３時～１６時
片山　眞洋　弁護士

（弁護士法人片山総合法律事務所）
※申込締切日令和6年2月6日㈫

※相談時間はお一人様３０分間となります。
※事前予約制です。お申し込みは熊野商工会議所までお電話ください。
　（電話：0597－89－3435）
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